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学校教育目標 

「ふるさと平野を愛し、誇りを持って、 

地域に貢献できる子供の育成」 

         大洲市立平野中学校 
 

「ようこそ平野中へ」入学説明会！！ 
２月10日(月)、４月に入学してくる６年生と保護者の皆さんを迎え、入学説明会を開催

しました。最初に授業見学を行い、１年生は体育でバスケットボールのゲーム、２年生は
音楽で「旅立ちの日に」の合唱練習、３年生は社会で入試に向けて問題対策の授業でした。 

授業見学を終えると、児童、保護者が集まって、学校生活や学習について、プレゼンテ
ーションで年間行事予定、日課表、教科と時間数、朝学習、定期テスト等、小学校とは違
った学校生活について説明を行いました。 

また「生活のきまり(校則)」等について、髪型、靴下、制服、持ち物等、生徒会申し合わ
せ事項も含めて説明しました。自転車通学は届出制で自転車利用規定があります。自転車
利用時はヘルメット着用で、自転車損害保険の加入が義務化されています。放課後、文化
部は技術科室、野球部、バレーボール部は体育館に分かれて、部活動見学を行いました。 

入学式は４月８日（火）、13時30分からです。同じ敷地に学校があり、幼小中が一緒に活
動をする機会も多いのですが、新入生にとって緊張することも多いと思います。中学校へ
入学することは大きな節目となります。中学校で生徒・教職員が一丸となって、新入生が
安心して学校生活を送ることができるよう、受入れ準備を進めていきます。 

 



 
「少年の日」記念集会を行いました 

 
２月４日（火）、２年生は少年の日記念集会を行いました。朝から雪が降り積もり、校舎

や校庭を白く染めていました。オープニングには２年部の佐々木先生、城戸先生が作成し
た「14年間の思い出ビデオ」がサプライズで上映され、会場は参加者みんなの笑顔にあふ
れ、集会がスタートしました。少年の日の目標「自覚」「立志」「健康」の下、一人一人が新
たな決意を四字熟語で表現し、自分の思いを堂々と発表しました。親子手紙交換では感謝
の気持ちを伝えました。また、自治会長さんから、一人一人に激励賞をいただきました。
保護者の皆さん、地域の皆さん、回りのみんなに支えられ、成長してきた２年生。感謝の
気持ちを忘れず、新たな決意で頑張っていくことを願っています。厳しい寒さの中でも、
２年生の誠実な姿勢が光る、心温まる記念集会となりました。 
 
○  
今日の集会は緊張したけれど、とてもいいものにする

ことができました。決意発表はかまずにいえるか少し不
安だったけれど、落ち着いて発表することができました。
合唱では喉の不調で練習のようにはしっかり歌うことが
できなかったけれど、精一杯歌いきることができました。
歌詞も音程もほぼまちがえずに歌えました。今回の集会
で誓ったことを忘れず、日々を過ごしたいと思います。大
人に向かって、1日1日を大切に過ごし、少しずつ自立した
人になっていきたいです。 
 
○  
私はこの集会で、努力を積み重ね、成長し続けると誓い

ました。何事にも成長するためには、努力が必要です。勉

強や部活動をはじめ、いろいろなことに努力して成長す
る、まるで「雲外蒼天」のように頑張りたいと思いました。
心配だったのは２年生合唱です。忘れず間違えず歌えたの
でよかったです。手紙で親には感謝の気持ちを伝えまし
た。あらためて周りの人たちに支えられていると感じまし
た。これまで以上に努力して頑張っていきたいです。 



えひめスーパーハイスクールコンソーシアム 

１月23日（木）、１年生が、八幡浜市文化会館で開催された「えひめスーパーハイスクー

ルコンソーシアムin南予」に参加し、「ジョブチャレンジＵ－15愛媛の魅力新発見プロジ

ェクト」の活動内容をステージ発表しました。企業訪問での体験をもとに、発表準備を行

ってきました。生徒は堂々とした態度で、これまでの学びや感じたことを観客に伝えるこ

とができました。 
 
○ １年  

保内にあるゆめみかんに行って、えひめスーパーハイスクールコンソーシアムに参加

しました。高校生が主体となって、約1,500人以上の人がいました。僕たちは、ジョブチ

ャレンジ、別子飴本舗、大王製紙工場で学んだことを発表しました。発表は内容をまとめ

たプレゼンテーションだけでなく、小芝居をしながら発表しました。初めは緊張したけれ

ど、うまく発表できたと思います。最後の質問では、「何を学んだのですか」と聞かれ、

「お客様のことを一番に考えて仕事をすることです。」と応答しました。高校生の発表は

とても難しく内容を理解することが大変でした。今回、大人数の前で発表するというよい

経験になりました。 

 

不審者対応防犯訓練 

1月21日（火）、不審者対応防犯訓練を行いました。中学校玄関で木刀を持った不審

者が暴れているという想定でした。非常警報装置を使って警察へ通報、幼稚園・小学校

へ連絡、学校内緊急放送の訓練を行いました。各教室は施錠をし、テニスコート側に退

避しました。少林寺拳法大洲道院長の岡田仁利さん、大森直人さんが駆け付け、教員と

一緒に不審者を取り押さえました。 

その後、少林寺拳法大洲道院の岡田さん、大森さんを講師として、防犯行動について

指導していただきました。不審者に手をつかまれたときにどうやって外せばいいか、実

技指導もしていただきました。もしもの時の行動について考えるよい機会となりました。 

○ ２年 田岡由季都 

今日は不審者が来た時の場合を想定して訓練を行いました。放送後、すぐに入口のカギ

をかけ、ドア付近に机を並べました。不審者が確保されたと

放送で聞き、音楽室に集まりました。その後、講師の方に少

林寺拳法について詳しく説明してもらいました。技をする

ときに最初はうまくできなかったけれど、練習をするうち

にすぐに相手の腕を振り払うことができるようになりまし

た。もし、襲われたときにつかえるかもしれません。しかし、

不審者がどのように襲ってくるかわからないので、すぐに

逃げようと思いました。とっさのときに適切に対応できた

らと思います。 



     


